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新公立病院改革プラン及び 
公的医療機関等2025プランについて 
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地域医療構想に関するワーキンググループ 
「地域医療構想の進め方に関する議論の整理（案）」より抜粋① 
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新公立病院改革プランについて 

１ 当初の公立病院改革について 
 総務省は、平成19年12月、「公立病院改革ガイ
ドライン」を定め、公立病院は、「経営効率化」、
「公立病院の再編・ネットワーク化」、「経営形態
の見直し」の３つの視点により取り組むこととされ
た。 
 

２ 改革の背景 
①  厳しい経営環境や医師不足などにより診療体

制の維持が困難となっている場合があること。 
②  「地方公共団体の財政の健全化に関する法

律」が公布され、公営企業等を合わせた財政の
健全化を推進することとされたこと。 
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３ 新たな公立病院改革について 
 

・ 総務省は、医療介護総合確保推進法の成立などを踏ま
え、これまでの３つの視点に加え「地域医療構想を踏ま
えた役割の明確化」の視点を新たに盛り込んだ「新公立
病院改革ガイドライン」（平成27年３月）を策定した。 

・ 各公立病院においては、新たなガイドラインに基づき、
平成32年度までを期限とする新公立病院改革プランを策
定することとされた。 
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新公立病院改革プランについて 



 

 

４ 新公立病院改革ガイドラインのポイント 

(1) 基本的な考え方 
ア 必要な医療機能を備えた体制の整備及び経営の効率化・持続可能な

病院経営を目指す 
イ 地域医療構想と整合的に改革を進める 

(2) 改革の「４つの視点」 

○ 経営の効率化 
・ 経営指標に係る数値目標を設定 
・ 一般会計からの所定の繰出後「経常黒字」が達成される水準を目途 
・ 病床利用率が過去３年連続して70％未満の病院は病床数等を見直し 

○ 再編・ネットワーク化 
・ 二次医療圏等の単位での経営主体の統合を推進 
・ 病院間の機能重複を避け、統合や再編を含め検討 

○ 経営形態の見直し 
・ 地方公営企業法の全部適用、独法化、指定管理者制度導入、民間譲渡 
・ 診療所化、老健施設等への転換なども含め幅広く見直し 

○ 地域医療構想を踏まえた役割の明確化 
・ 地域医療構想を踏まえた当該病院の果たすべき役割 
・ 地域包括ケアシステムの構築に向けて果たすべき役割 
・ 医療機能等の指標に係る数値目標を設定 
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新公立病院改革プランについて 



 

 

岩手県医療局においては、県立病院経営委員会、次期経営計画検討委員会を設置
し、平成25年12月に「岩手県立病院等の経営計画（2014-2018）」を策定した。 
その後、平成29年３月に「岩手県立病院等の経営計画《2014-2018》」の見直

しを行い、新公立病院改革プランとして位置付けたところ。 

更に、平成30年度には、医療計画の見直し等も踏まえ、新たな経営計画を策
定予定である。 

 

（経営計画の基本方向） 
① 県立病院間・他の医療機関を含めた役割分担と地域連携の推進 
② 良質な医療を提供できる環境の整備 
③ 医師不足解消と医師の負担軽減に向けた取組の推進 
④ 職員の資質向上と人員の重点配置 
⑤ 安定した経営基盤の確立 

    

県立病院等に係る経営計画（2014-2018） 

H29年3月の主な見直し箇所 
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